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蘭
門
目
凶

　
　
　
　
主
要
邦
訳

　
　
　
　
訳
証
・
表

証ロロ
ロ　　　

慮表
騨記
明’
墳表
輩現
丞上
治の

藩

に

1

『
使
徒
信
経
（
経
）
（
条
・
條
）
』

・
表
現
上
の
変
遷

牧

野

玲

子

序
文
．
「
典
礼
」
は
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
於
い
て
、
中
心
的
位
置
を
占
め
て
い
る
。
そ
れ
故
、
「
典
礼
用
語
」
の
変
遷
を
学
ぶ

事
は
、
教
会
史
の
核
心
に
迫
る
「
道
程
扁
で
も
あ
る
。
ま
た
、
種
々
の
迫
害
に
耐
え
て
き
た
日
本
の
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
の
信
仰
を
『
こ
と

ば
化
』
し
た
、
「
神
と
人
間
の
救
い
に
関
す
る
お
し
え
の
大
要
・
『
使
徒
儒
経
（
経
）
（
条
・
條
）
』
」
（
『
カ
ト
リ
ッ
ク
要
理
』
改
訂
版
．
昭

和
三
五
年
初
版
発
行
．
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
．
一
二
〇
頁
参
照
）
の
邦
語
定
式
文
の
研
究
は
、
現
代
に
生
き
る
日
本
の
キ
リ
ス
ト
者

に
、
先
人
た
ち
と
の
「
信
仰
に
於
け
る
一
体
感
」
を
持
た
せ
、
更
に
、
自
ら
の
信
仰
を
「
聖
な
る
神
の
民
」
（
神
に
呼
び
集
め
ら
れ
た
者
た

ち
の
集
い
一
肉
肉
肉
」
窺
M
N
嵐
）
の
そ
れ
と
し
て
〈
確
認
〉
し
く
六
書
〉
す
る
助
け
と
も
な
ろ
う
。

〈
晴
代
区
分
〉
に
つ
い
て
。

　
「
歴
史
扁
に
は
幾
つ
か
の
く
節
目
〉
が
あ
る
。
小
論
で
は
、
各
時
代
に
出
版
さ
れ
た
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
関
係
の
邦
訳
・
邦
語

著
書
（
要
理
・
教
義
書
、
祈
祷
書
、
典
礼
書
、
聖
書
、
そ
の
他
の
宗
教
書
）
を
手
掛
か
り
に
し
て
〈
節
目
〉
を
設
定
し
た
。
『
カ
ト
リ
ッ
ク
大
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賞
典
』
昭
和
一
五
年
．
冨
山
房
、
W
巻
・
「
日
本
」
一
X
「
出
版
事
業
扁
七
六
頁
に
、
海
老
澤
有
道
／
内
山
豊
三
両
生
は
（
1
）
傳
統
保
存

時
代
、
安
政
五
年
～
明
治
一
六
年
．
（
2
）
準
備
時
代
、
明
治
一
六
年
～
二
八
年
．
（
3
）
建
設
時
代
、
明
治
二
九
年
～
四
五
年
．
（
4
）
獲

展
時
代
、
大
正
二
年
～
昭
和
五
年
．
（
5
）
統
舗
時
代
、
昭
和
六
年
～
現
在
，
と
し
、
詳
細
な
解
説
を
載
せ
て
い
る
。
筆
者
も
大
筋
に
於

い
て
こ
れ
に
従
う
が
、
し
か
し
、
こ
こ
に
設
定
し
た
「
論
題
篇
と
、
与
え
ら
れ
た
紙
数
の
関
係
か
ら
、
本
稿
で
は
、
海
老
澤
・
内
山
両
氏

の
時
代
区
分
一
五
分
割
を
さ
け
、
邦
訳
『
使
徒
信
経
（
緯
）
（
条
・
條
）
』
定
式
文
の
変
化
に
着
目
し
て
痴
分
割
を
試
み
た
。
猶
、
こ
の
度

は
、
変
化
に
富
む
〔
第
一
期
〕
に
力
点
を
置
い
て
み
た
。

〔
時
代
区
分
〕

〔
第
一
期
〕
い
わ
ゆ
る
～
切
支
丹
（
き
り
し
た
ん
・
吉
利
支
丹
・
キ
リ
シ
タ
ン
）
用
語
保
存
時
代
～
（
一
八
六
八
一
慶
四
四
／
明
治
元
年

～
一
八
八
三
一
明
治
一
六
）

〔
第
二
期
〕
日
本
に
於
け
る
『
公
教
會
』
の
準
備
時
代
（
明
治
一
六
年
～
同
二
八
年
）

〔
第
三
期
〕
『
明
治
二
八
年
定
式
文
』
（
「
耶
鰍
基
督
学
生
一
千
八
百
九
十
五
年
ノ
東
京
司
教
愈
議
二
於
テ
四
教
腿
ノ
指
定
書
『
公
教
要

理
』
」
に
採
択
さ
れ
た
『
使
徒
信
緯
』
）
と
そ
の
僅
か
な
変
更
の
時
代
（
一
八
九
六
一
明
治
二
九
年
夏
一
九
六
ニ
ー
1
昭
和
三
七
年
）

〔
第
四
期
〕
第
ニ
ヴ
一
・
テ
ィ
カ
ン
公
会
議
と
そ
の
後
（
一
九
六
三
一
昭
和
三
八
年
～
）

第
一
章

〔
第
一
期
〕
い
わ
ゆ
る
～
切
支
丹
（
き
り
し
た
ん
・
吉
利
支
丹
・
キ
リ
シ
タ
ン
）
用
語

保
存
時
代
～
（
側
八
六
八
一
慶
鷹
四
／
明
治
元
隼
～
一
八
八
三
一
明
治
削
六
年
）

ワ

　
日
本
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
内
で
の
『
使
徒
門
経
（
維
）
・
（
条
・
條
）
』
邦
訳
の
歴
史
は
ふ
る
い
。
キ
リ
ス
ト
教
関
係
文
書
・
著

書
等
の
訳
業
に
つ
い
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
兄
弟
姉
妹
と
カ
ト
リ
ヅ
ク
教
会
と
を
比
較
す
る
と
、
聖
書
の
翻
訳
・
研
究
に
関
し
て
は
確



か
に
前
者
の
方
が
先
駆
者
で
あ
り
多
大
な
成
果
を
上
げ
て
も
い
る
。
こ
の
事
実
は
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
会
内
部
だ
け
で
は
な
く
、
広
く

一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
そ
の
歴
史
の
始
め
か
ら
、
要
理
（
教
義
）
書
並
び
に
祈

祷
書
の
普
及
に
尽
力
し
て
来
た
と
言
え
る
。
こ
の
現
象
は
、
「
組
織
と
し
て
の
教
会
共
同
体
」
に
於
け
る
聖
書
使
用
に
関
す
る
方
針
が
、

互
い
に
異
な
っ
て
い
た
事
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
事
実
、
従
来
の
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
訳
聖
書
は
、
地
域
所
轄
の
教
会
権
限

所
持
者
1
1
当
該
教
区
長
に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
ロ
ー
マ
使
徒
座
認
証
に
よ
る
邦
訳
「
規
範
版
」
で
は
な
か
っ
た
⑳
1
。
）

明
治
元
年
か
ら
一
九
七
八
年
の
邦
訳
規
範
版
『
ロ
ー
マ
ー
ミ
サ
典
礼
書
』
発
行
ま
で
の
、
約
一
一
〇
年
間
、
日
本
の
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ヅ

ク
教
会
は
、
主
に
三
つ
の
邦
訳
『
使
徒
僑
経
（
維
）
・
（
条
・
條
）
』
定
式
文
を
公
に
し
た
．
即
ち
、
〔
第
一
期
〕
〔
一
〕
②
一
i
）
慶
慮
四

（
一
八
六
八
／
明
治
元
）
年
プ
テ
ィ
ジ
ャ
ン
版
『
聖
教
初
學
要
理
』
に
記
さ
れ
た
「
キ
リ
シ
タ
ン
用
語
」
使
用
の
定
式
文
及
び
こ
の
系
統
の

も
の
、
〔
二
〕
②
一
”
H
）
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
プ
テ
ィ
ジ
ャ
ン
版
『
聖
教
初
離
要
理
』
信
維
之
解
．
に
記
載
さ
れ
て
い
る
、
①
雲
腸

元
（
一
八
六
五
）
年
ム
ニ
ク
ウ
版
『
聖
教
要
理
問
答
』
の
影
響
を
受
け
た
定
式
文
（
一
「
キ
リ
シ
タ
ン
用
語
」
と
「
漢
語
㎏
の
混
用
定
式
文

と
で
も
言
っ
て
お
こ
う
）
、
　
〔
第
二
期
〕
～
〔
第
三
期
〕
〔
三
〕
明
治
二
八
年
定
式
文
一
第
二
回
教
会
会
議
の
決
定
に
基
づ
い
て
慢
言
さ
れ
た

「
耶
鯨
基
督
降
生
一
千
八
百
九
十
五
年
ノ
…
四
教
恒
ノ
指
定
書
『
公
教
要
理
』
」
に
採
用
さ
れ
た
も
の
、
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
お
よ
そ
次

の
様
な
要
理
（
教
義
）
書
及
び
祈
祷
書
の
、
翻
訳
活
動
と
そ
の
成
果
、
の
中
に
見
い
だ
し
得
る
．

一3一

〔
第
一
期
〕
邦
訳
『
使
徒
信
経
（
継
）
・
（
条
・
條
）
』
定
式
文
に
関
す
る
主
要
参
考
資
料

①
『
聖
教
要
理
問
答
』
（
一
八
六
五
一
慶
憲
一
年
版
）
ー
ジ
ラ
ー
ル
（
勺
●
ψ
し
d
．
O
旨
嚢
。
a
ζ
・
国
・
即
”
ζ
陣
。
・
ω
δ
話
国
霞
§
σ
Q
酵
①
ω
侮
①
勺
勲
N
ゲ

パ
リ
外
国
宣
教
会
）
一
八
一
二
一
文
政
四
～
一
八
六
七
1
1
聖
慮
三
／
ム
ニ
ク
ウ
編
（
℃
・
竃
。
餌
巳
。
o
口
．
ζ
●
国
．
℃
．
）
一
八
二
五
一
文
政
八
～

一
八
七
一
1
1
明
治
四
。



②
l
i
『
聖
教
初
塾
要
理
』
（
一
八
六
八
一
慶
慮
四
年
八
月
版
）
ー
プ
テ
ィ
ジ
ャ
ン
　
（
伯
爾
納
鐸
）
准
。
（
ゆ
2
強
熱
8
・
℃
①
葺
撤
睾
・

ζ
・
目
”
）
一
八
二
九
一
文
政
一
二
～
一
八
八
四
一
明
治
一
七
年
一
〇
月
七
日
／
ロ
…
ケ
ニ
ュ
・
ロ
；
カ
ニ
ュ
・
ロ
カ
イ
（
い
ζ
・
い
窪
＄
碍
口
ρ

ζ
・
閃
・
℃
・
）
一
八
三
八
－
一
天
保
九
～
一
八
八
五
～
明
治
一
八
。

＊
『
聖
教
日
課
』
（
一
八
六
八
一
明
治
元
年
一
〇
月
版
）
ー
プ
テ
ィ
ジ
ャ
ン
（
伯
爾
納
鐸
）
准
。

※
　
一
八
六
八
年
九
月
八
日
一
「
明
治
元
年
」
と
改
元
。

②
…
隔
1
1
『
聖
教
初
學
要
理
』
信
望
意
解
（
一
八
七
五
一
明
治
八
年
版
）
ー
プ
テ
ィ
ジ
ャ
ン
（
べ
る
な
る
ど
）
准
。

③
『
光
輻
教
導
』
（
一
八
七
七
一
明
治
一
〇
年
版
）
ー
ド
・
ロ
（
憲
・
竃
．
山
Φ
菊
。
貫
ζ
・
国
℃
．
）
一
八
四
〇
一
天
保
卜
．
～
一
九
一
四
一

大
正
三
。

、
『
緻
襯
聖
教
日
課
』
（
一
八
八
二
一
明
治
一
五
年
版
）
一
日
本
南
方
聖
公
會
梓
。

④
『
切
支
丹
の
聖
教
』
（
一
八
八
三
一
明
治
一
六
年
版
）
ー
プ
テ
ィ
ジ
ャ
ン
（
倍
瑠
継
歯
努
）
准
。

※
第
一
章
で
は
、
こ
れ
ら
の
中
か
ら
、
①
．
②
i
i
．
②
一
員
．
の
三
資
料
を
選
び
、
論
述
す
る
。

　
猶
、
本
稿
に
於
け
る
各
「
定
式
文
比
較
対
照
一
覧
」
で
は
、
必
要
に
応
じ
て
番
号
並
び
に
次
ぎ
の
略
記
号
を
使
用
す
る
。

・
資
料
指
示
番
号

至
。
一
規
範
版
『
ロ
…
マ
・
ミ
サ
典
書
』
一
九
七
八
年
（
使
徒
信
条
）
。

H
）
●
ω
．
Q
O
O
纏
○
吋
山
○
菊
◎
霞
H
舜
こ
昌
嬬
ω
ぴ
自
Ω
℃
甑
○
自
昌
P
⇔
冨
ω
ワ
（
○
■
力
曾
）
（
H
①
鳥
．
諺
⇒
乱
H
一
①
環
1
1
＜
囲
H
①
鋤
．
7
臼
帥
げ
卿
嵩
O
誤
）
目
目
『
ロ
…
マ
瀧
守
門
牝
儲
脳
津
ハ
煮
日
』

リ
ュ
ー
版
を
一
、
　
マ
ビ
ヨ
ン
版
七
）
。

①
一
慶
鷹
元
○
八
六
五
）
年
ム
ニ
ク
ゥ
版
冊
聖
教
要
理
問
容
』
。

（
ア
ン
ド

一　一4　一



②
l
i
）
1
1
慶
憾
四
（
一
八
六
八
）
年
プ
テ
ィ
ジ
ャ
ン
版
『
聖
教
初
學
要
理
』
。

②
－
鼓
）
一
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
プ
テ
ィ
ジ
ャ
ン
版
『
聖
教
初
墨
要
理
』
信
維
之
解
。

⑥
『
彌
撒
獅
蠣
幼
の
導
き
』
（
一
八
八
六
一
明
治
一
九
年
版
）
一
廣
瀬
源
八
編
纂
（
長
崎
）

⑧
「
耶
蘇
基
督
降
生
一
千
八
百
九
十
五
年
ノ
東
京
司
教
會
議
二
於
テ
四
教
櫃
ノ
指
定
書
『
公
教
要
理
』
」

・
略
記
号
解
説

⑳
印
1
1
各
條
に
付
す
註
。

＊
印
一
要
注
意
箇
所
。
そ
の
中
で
、
例
え
ば
、
5
．
で
う
す
さ
ま
、
は
原
本
で
の
右
付
ル
ビ
を
、
5
．
で
う
す
、

を
示
す
。

傍
・
下
線
部
分
一
定
式
文
椙
互
間
の
異
同
対
照
箇
所
を
明
示
す
る
為
に
付
し
た
。

算
用
数
字
一
1
②
l
i
を
基
準
と
し
た
U
「
ω
．
ω
O
と
の
平
行
箇
所
（
他
の
定
式
文
は
こ
れ
に
準
じ
る
）
を
示
す
。

〔
…
〕
一
当
該
箇
所
の
有
・
無
を
示
す
。

〔
－
〕
一
O
．
ω
●
Q
。
O
と
の
比
較
箇
所
。

「
／
」
印
一
②
一
i
原
本
に
付
さ
れ
て
い
る
○
印
箇
所
を
示
す
。

ロ
ー
1
旧
漢
字
・
草
仮
名
字
体
、
誤
字
に
よ
る
表
記
箇
所
を
示
す
。

（
　
）
一
U
・
Q
り
●
。
。
O
固
有
の
註
と
筆
老
註
。

○
印
1
ー
ル
ビ
な
し
．
を
示
す
。

「
？
」
一
欠
宇
箇
所
と
思
わ
れ
る
部
分
に
付
す
ρ

「
　
一
1
1
原
本
か
ら
の
引
用
箇
所
。

は
原
本
で
の
左
付
ル
ビ

ー5一



　
※
ラ
テ
ン
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
表
記
及
び
邦
訳
は
原
則
と
し
て
、
海
老
澤
有
道
校
註
『
ど
ち
り
い
な
き
り
し
た
ん
』
（
昭
和
二
五
年

初
版
・
岩
波
文
庫
）
、
『
南
蛮
寺
興
廃
記
（
そ
の
他
）
駈
（
昭
和
三
九
古
版
．
東
洋
文
庫
1
4
　
平
凡
社
）
に
付
さ
れ
て
い
る
「
洋
語
略
解
」
を

参
照
し
た
。

②
l
i
と
②
1
“
H
定
式
文
問
に
於
け
る
比
較
対
照
一
覧
。

P
ω
・
ω
O
欝
詳
昌
　
↑
〕
O
器
飢
。
一
望
伊
O
窪
8
自
乗
帥
賞
①
箆
卜
。
諺
巳
唱
0
9
簿
Φ
ヨ
”
ら
。
噸
霞
①
舞
○
憎
①
ヨ
b
Q
’
o
器
財
簿
ひ
巽
鑓
や

一
。
〔
一
條
〕
　
『
2
。
天
バ
ー
〕
地
の
　
3
．
創
造
主
、
1
．
全
能
の
、
5
．
神
で
あ
る
　
4
．
父
を
〔
一
〕
信
じ
ま
す
。

②
一
i
）
1
．
万
事
叶
い
玉
ふ
／
2
．
天
〔
…
〕
地
を
3
．
つ
く
ら
せ
給
ふ
〔
－
〕
／
4
．
＊
御
親
〔
1
〕
5
．
＊
天
帝
様
〔
一
〕
・

②
；
i
）
㊧
4
＊
お
ん
お
や
　
5
＊
で
う
す
さ
ま

②
一
“
1
1
）
1
．
文
事
叶
ひ
給
ふ
　
2
．
天
〔
－
〕
地
を
　
3
．
造
ら
せ
給
ふ
〔
…
〕
　
4
．
＊
御
父
〔
一
〕
　
5
．
苦
天
主
〔
1
山
・

②
1
“
1
1
）
⑰
4
．
＊
お
ん
お
や
　
5
．
＊
で
う
す

P
ψ
ω
O
〔
舞
r
b
っ
〕
舞
〔
一
〕
　
q
●
ヨ
H
①
ω
仁
ヨ
O
ゲ
ユ
ω
ε
ヨ
▽
b
◎
．
国
払
偉
ヨ
ピ
①
ξ
。
。
環
目
窪
ヨ
”
心
噛
U
o
ヨ
ぎ
郎
ヨ
ω
含
p
o
も
・
戸
毎
ヨ
ゆ

一
。
〔
二
條
〕
〔
i
〕
1
．
父
の
ひ
と
り
　
2
．
子
、
3
．
わ
た
し
た
ち
の
　
4
．
主
イ
エ
ズ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
〔
…
〕
信
じ
ま
す
。

②
…
i
）
〔
i
〕
1
＊
其
御
萱
人
の
　
2
．
子
／
3
．
我
等
の
／
4
＊
御
主
　
5
．
ぜ
ず
す
き
り
し
と
／
…

②
…
i
）
㊧
1
＊
そ
の
お
ん
ひ
と
り
の
　
4
＊
お
ん
あ
る
じ

②
…
”
1
1
）
〔
1
〕
王
＊
其
猫
の
　
2
＊
御
子
　
3
．
我
等
の
　
4
．
御
主
　
5
＊
耶
鯨
基
利
斯
督

②
…
”
1
1
）
㊧
1
＊
そ
の
ひ
と
り
の
　
2
＊
お
ん
こ
　
5
＊
ぜ
ず
鼠
き
り
す
と
・
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P
O
o
●
ω
O
〔
醇
甘
・
G
。
〕
ρ
巳
卜
○
．
〔
1
〕
8
ロ
8
三
聖
①
馨
H
■
仙
①
ω
℃
罵
一
己
G
り
器
2
P
伊
づ
讐
島
野
Φ
誕
〔
1
〕
竃
母
㌶
ω
・
＜
ぼ
σ
q
貯
ρ

1
。
〔
三
條
〕
〔
1
〕
主
は
　
一
．
聖
霊
に
よ
っ
て
　
2
．
〔
－
〕
人
と
な
り
、
3
．
お
と
め
マ
リ
ア
か
ら
生
ま
れ
、

②
i
i
）
〔
一
〕
1
．
す
び
り
と
さ
ん
と
の
／
＊
御
奇
特
を
以
て
／
2
．
〔
－
〕
屋
ど
ら
せ
た
も
ふ
　
3
．
び
り
ぜ
ん
　
4
．
さ
ん
た
ま
り

や
よ
り
／
5
．
生
れ
い
で
さ
せ
た
も
ふ
／
・

②
I
i
）
㊧
1
．
＊
ご
き
ど
く

②
一
”
1
1
）
〔
一
〕
1
＊
聖
神
の
御
奇
特
を
以
て
　
2
〔
1
〕
＊
孕
ら
せ
給
ひ
　
3
＊
童
貞
　
4
＊
聖
（
マ
リ
ヤ
）
よ
り
　
5
．
生
れ
出
さ
せ

渕
・
②
i
“
1
1
）
㊧
1
，
す
び
り
と
さ
ん
と
の
2
．
や
ど
　
3
．
び
る
じ
ん
4
．
さ
ん
た

P
ω
。
ω
O
　
〔
貧
幹
お
も
。
．
O
器
鶏
ω
N
・
窪
ぴ
ド
．
勺
○
簿
δ
℃
鵠
跨
P
餅
。
渥
。
鰯
×
q
ρ
9
ヨ
。
同
ε
鐸
。
。
簿
9
ω
9
巳
ε
。
。
”
○
。
．
審
。
。
8
口
象
け

刈
．
餌
塩
干
⇔
｛
①
下
欄
㊤
（
O
鋤
¢
】
W
H
タ
｝
昌
｛
①
壇
◎
ω
ワ
）
㊧
O
鋤
げ
1
1
0
餌
け
O
O
ゲ
一
〇
α
ヨ
β
q
謄
力
O
旨
節
昌
仁
ω
　
（
一
五
六
四
）
一
『
μ
；
マ
教
理
璽
閏
』
（
一
五
六
山
ハ
崩
版
／

一
五
六
八
改
正
）
。
し
q
箋
・
し
d
繁
く
冨
二
郎
ヨ
菌
○
ヨ
雪
信
資
（
一
五
六
八
）
一
『
ロ
ー
マ
聖
務
臼
課
』
（
一
五
六
八
改
正
）
。

1
。
〔
四
條
〕
1
．
ポ
ン
テ
オ
・
ピ
ラ
ト
の
　
2
．
も
と
で
　
3
．
苦
し
み
を
受
け
、
4
．
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
て
　
5
．
死
に
、
6
．

葬
ら
れ
、
7
．
死
者
の
も
と
に
　
8
．
下
り
、

②
－
i
）
1
．
ぼ
ん
し
ょ
ひ
ら
と
の
　
2
＊
下
に
お
い
て
ハ
／
3
．
か
し
ゃ
く
を
／
う
け
　
4
．
く
る
す
に
／
か
x
り
／
5
．
死
し
給
ふ
、

6
．
〔
－
〕
＊
石
の
御
棺
に
／
お
さ
め
ら
れ
な
が
ら
／
7
．
〔
…
－
〕
＊
大
地
の
底
に
／
8
．
く
だ
ら
せ
た
も
ふ
、

②
一
・
－
）
㊧
2
＊
し
た
　
6
＊
い
し
の
み
く
わ
ん
に
　
7
＊
だ
い
ち
の
そ
こ
に

②
l
h
）
1
（
ポ
ン
シ
ヨ
ピ
ラ
ト
）
の
　
2
＊
下
に
於
て
　
3
＊
呵
責
を
受
け
、
4
＊
十
字
架
に
懸
ら
れ
　
5
．
死
し
給
ふ
　
6
．
〔
一
〕
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石
の
御
棺
に
＊
納
め
ら
れ
な
が
ら
　
7
〔
…
〕
＊
大
地
の
底
に
　
8
＊
降
ら
せ
給
ひ
、

②
…
員
）
㊧
2
．
も
と
に
お
い
て
　
3
．
か
志
や
く
を
う
け
　
4
．
く
る
す
に
か
け
ら
れ
、
6
．
お
さ
め
　
7
．
だ
い
ぢ
　
8
，
く
だ
ら

せ
た
ま
ひ

O
．
O
Q
●
G
。
O
雷
諄
α
〕
　
〔
i
〕
b
σ
含
3
詳
貯
象
Φ
G
O
．
器
ω
β
目
増
①
巴
け
倉
。
ヨ
。
二
目
ρ

1
。
〔
五
條
〕
〔
…
〕
2
，
三
日
藏
に
3
．
復
活
し
、
〔
…
〕

②
一
i
）
1
．
〔
…
〕
夫
よ
り
2
＊
三
日
目
に
／
3
＊
羅
生
せ
た
も
ふ
〔
…
〕
／

②
…
i
）
⑳
2
＊
さ
ん
に
ち
め
に
　
3
＊
よ
み
が
ゑ
ら
せ

②
⊥
n
）
1
〔
一
〕
央
よ
り
2
＊
三
日
目
に
3
．
蘇
生
ら
せ
給
ふ
〔
i
〕
・

②
i
一
1
1
）
⑳
2
＊
み
つ
か
め
に

P
O
o
●
G
。
O
〔
錠
壁
①
〕
N
●
器
8
潜
山
風
ピ
鶴
伽
。
ゆ
巴
。
伊
①
’
器
傷
馨
①
「
掌
直
q
伽
①
纂
①
毒
気
曲
○
Φ
陣
Q
Q
●
℃
恥
け
鉱
ω
〔
－
〕
o
ヨ
巳
℃
o
お
簿
グ

王
。
〔
六
條
〕
1
，
天
に
　
2
。
上
っ
て
、
〔
一
〕
全
能
の
、
4
．
神
で
あ
る
　
3
，
父
の
　
5
．
右
の
　
6
．
座
に
着
き
、

②
1
1
）
エ
。
天
に
　
2
．
あ
が
ら
せ
た
も
ふ
〔
一
〕
3
．
御
親
　
4
＊
天
帝
の
／
5
，
お
ん
み
ぎ
に
／
6
＊
備
わ
り
座
し
た
も
ふ
・

②
l
i
）
㊧
4
＊
ル
ビ
な
し
、
6
＊
そ
な
わ
り

②
1
”
1
1
）
1
．
天
に
　
2
＊
上
ら
せ
給
ひ
〔
一
〕
3
＊
御
父
　
4
＊
天
主
の
　
5
＊
御
宇
に
　
6
＊
備
り
整
し
給
ふ

②
1
一
1
1
）
㊧
2
＊
あ
が
　
3
＊
お
ん
お
や
　
4
＊
で
う
す
　
5
＊
お
ん
み
ぎ
　
6
＊
そ
な
わ

O
．
ω
。
ω
O
雷
諄
●
Σ
H
．
首
儀
Φ
①
．
〈
①
⇒
ε
≡
。
。
Φ
の
け
（
℃
ω
○
”
無
品
■
ξ
象
。
錠
②
b
Q
■
ゑ
く
○
ω
G
O
‘
簿
B
o
村
窪
。
ω
■
　
⑳
℃
。
。
9
控
℃
。
。
鋤
詳
霞
ぎ
ヨ
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、
．
勺
呂
器
○
冨
σ
q
o
H
凱
、
”
賦
江
鵠
？
α
q
鑓
Φ
。
信
ヨ
（
H
ω
○
の
写
本
）
一
『
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
詩
編
集
』
（
ラ
テ
ン
・
ギ
リ
シ
ャ
語
版
）

1
。
〔
七
條
〕
1
．
〔
i
〕
　
2
．
生
者
　
3
．
と
死
者
を
　
4
．
裁
く
た
め
に
　
5
，
来
ら
れ
ま
す
。

②
一
i
）
1
．
是
か
ら
ハ
／
2
．
活
た
る
人
／
3
．
死
し
た
る
人
も
　
4
＊
御
た
Σ
し
玉
わ
ん
が
為
に
　
5
＊
天
降
ら
せ
玉
ふ
・

②
i
i
）
㊧
4
＊
お
ん
た
だ
し
た
ま
わ
ん
が
た
め
に
、
5
＊
あ
ま
く
だ
ら
せ
た
も
ふ

②
一
員
）
1
．
是
か
ら
ハ
　
2
。
生
き
た
る
人
も
　
3
．
死
し
た
る
人
も
　
4
＊
糺
し
給
わ
ん
為
に
　
5
．
天
降
ら
せ
給
ふ
・

②
1
員
）
㊧
4
．
た
だ
し
た
ま
わ
ん
た
め
に

U
φ
Q
。
O
〔
碧
幹
○
。
）
〔
1
〕
○
器
伽
。
ぎ
H
ω
℃
三
欝
ヨ
ω
碧
。
吋
餌
夢

1
。
〔
八
條
〕
1
．
聖
霊
を
〔
1
〕
信
じ
、

②
i
i
）
1
．
す
び
り
と
さ
ん
と
を
〔
1
〕
／

②
一
爺
）
1
＊
聖
神
〔
1
〕
・

②
⊥
u
）
⑳
1
．
＊
す
び
り
と
さ
ん
と

P
ω
．
Q
。
O
　
〔
転
け
．
㊤
〕
（
O
g
。
質
　
O
吋
Φ
鎚
。
）
P
紹
コ
。
露
旨
国
。
巳
Φ
ω
β
露
H
●
＄
夢
。
臨
＄
ヨ
Ψ
沼
暮
8
吋
¢
旨
8
ヨ
旨
餌
三
〇
昌
Φ
ヨ
い
　
⑨

○
餌
け
Φ
O
げ
訪
ヨ
¢
O
α
幻
O
旨
㊤
麟
σ
ω
　
降
『
ロ
ー
マ
細
教
理
仙
量
薗
』
（
一
五
六
四
／
一
五
山
ハ
六
出
版
／
一
噌
九
六
八
改
．
正
）

王
。
〔
九
條
〕
（
〔
－
〕
）
　
2
．
聖
な
る
　
一
．
普
遍
の
　
2
．
教
会
、
3
．
聖
徒
の
　
4
．
交
わ
り
、

②
I
i
）
（
〔
〕
）
　
1
．
か
と
り
か
に
て
ま
し
ま
す
　
2
．
さ
ん
た
ゑ
き
れ
ん
じ
ゃ
／
3
．
さ
ん
と
す
の
　
4
．
こ
む
に
よ
／

②
－
豆
）
（
〔
〕
）
　
1
＊
公
な
る
　
2
＊
聖
會
　
3
＊
諸
聖
の
　
4
＊
通
勿
を
・

O
鉾
．
日
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②
1
一
1
1
）
㊧
　
1
＊
か
と
り
か
　
2
＊
さ
ん
た
ゑ
け
れ
驚
や
　
3
＊
さ
ん
と
す
の
4
＊
こ
む
に
よ
を

O
．
ω
會
ω
O
〔
黛
賞
ド
O
〕
b
Q
’
器
ヨ
一
ω
甑
。
鵠
①
ヨ
ピ
鷲
8
舞
○
毎
ヨ
’

1
。
〔
一
〇
條
〕
！
，
罪
の
　
2
。
ゆ
る
し
、

②
l
i
）
1
＊
科
の
　
2
．
お
ん
ゆ
る
し
を
／
・

②
一
i
）
④
　
1
．
＊
と
が
の

②
一
一
1
1
）
1
．
稗
一
α
　
2
＊
御
赦
劃

②
1
一
1
1
）
⑳
　
2
。
＊
お
ん
ゆ
る
し
を

O
．
ψ
G
O
O
〔
碧
嘗
P
〕
ピ
＄
ヨ
｝
。
。
b
Q
■
話
誓
畦
Φ
o
二
〇
費
詳

1
。
〔
十
一
條
〕
1
．
か
ら
だ
の
　
2
．
復
活
、

②
I
i
）
1
．
絹
司
痘
渇
／
2
．
烈
剖
が
ゑ
叡
慧
も
ぷ

②
…
一
1
1
）
1
．
＊
肉
身
に
　
2
。
＊
復
活
ら
せ
・

②
…
一
1
1
）
㊧
　
1
．
＊
に
く
し
ん
に
、
2
．
＊
よ
み
が
へ
ら
せ

P
ω
9
ω
O
〔
震
賞
旨
〕
（
○
幻
〉
“
①
酔
）
N
●
〈
冨
ヨ
轡
器
g
醤
餌
B
〔
い
〕
’
㊧
　
○
勾
〉
・
皿
○
猛
○
カ
○
影
磐
に
ω

マ
儀
式
書
』

1
一
。
〔
一
二
條
〕
（
〔
i
〕
）
1
．
永
遠
の
　
2
．
い
の
ち
を
　
3
〔
1
〕
信
じ
ま
す
。
ア
ー
メ
ン
。
』

曽
簿
胤
¢
蕊
（
δ
ρ
V
一
『
照
ロ
ー

一　10　一・



＠＠＠＠illlii　ii　i　i
V　v／　V　 V
op　nA　At　nA

　li　1
2こゴ2U

1
．
お
わ
り
な
き
　
2
＊
御
命
を
／
3
〔
一
〕

　
＊
お
ん
い
の
ち
を

一
．
終
り
な
き
　
2
＊
壽
を
　
3
〔
1
〕

．
＊
い
の
ち
を
、
3
．
＊
あ
め
ん
』

ま
こ
と
に
／
〔
1
〕
信
じ
奉
る
あ
め
ん
』

誠
に
信
じ
奉
る
＊
昌
々
・

　
日
本
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
第
一
期
（
一
八
六
八
一
慶
悠
四
／
明
治
一
～
一
八
八
三
一
明
治
一
六
年
）
に
、
『
聖
教
初
墨
要

理
』
を
一
〇
回
出
版
し
た
㊧
2
。
）
こ
れ
ら
は
、
出
版
年
代
の
違
い
に
よ
っ
て
、
同
一
著
者
に
よ
る
「
要
理
（
教
義
）
書
」
で
あ
り
な
が

ら
、
全
く
別
な
二
つ
の
姿
を
と
る
。
②
l
i
と
②
1
“
1
1
は
、
そ
の
好
例
で
あ
る
。
両
者
間
に
み
ら
れ
る
際
立
っ
た
違
い
は
、
前
者
が
ひ
ら

が
な
篤
き
「
き
り
し
た
ん
用
語
」
を
主
体
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
者
に
は
原
語
の
漢
訳
・
漢
字
表
記
及
び
音
標
文
字
の
挿
入
が
目

立
つ
。
②
一
h
の
中
表
紙
に
は
、
「
費
客
降
生
壱
千
八
百
七
拾
五
載
録
、
『
聖
教
初
學
要
理
』
信
経
意
解
、
全
冊
、
大
日
本
司
教
べ
る
な
る

ど
准
」
と
あ
り
、
傍
線
部
分
に
は
変
体
仮
名
一
草
仮
名
を
用
て
い
る
㊧
3
。
）
必
要
に
応
じ
て
右
左
に
「
ル
ビ
」
を
付
し
、
「
き
り
し
た
ん

用
語
」
と
「
漢
語
」
を
併
用
し
て
い
る
の
も
②
1
鼓
の
特
徴
と
書
え
よ
う
。
②
I
i
か
ら
②
一
”
1
一
へ
の
移
行
を
理
解
す
る
為
に
は
、
こ
の

二
つ
の
プ
テ
ィ
ジ
ャ
ン
版
と
「
（
ジ
ラ
ー
ル
／
ム
ニ
ク
ウ
版
）
①
『
聖
教
要
理
問
答
』
（
耶
蘇
降
生
後
…
千
八
百
六
拾
五
年
縣
と
を
比
較

検
討
し
、
相
互
の
関
連
を
知
る
必
要
が
あ
る
。

　
猶
、
以
下
の
対
照
表
は
、
出
版
年
代
順
（
①
～
②
一
i
～
②
一
h
）
で
は
な
く
、
筆
老
の
意
と
す
る
と
こ
ろ
を
補
完
す
る
為
に
「
定
式

文
の
変
遷
」
に
留
意
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。

　
〈
註
．
こ
の
表
で
は
㊨
は
原
本
の
右
付
ル
ビ
を
、
㊧
は
左
付
ル
ビ
を
示
す
。
〉

②
－
i
「
け
れ
ん
ど
の
お
ら
す
し
よ
」
（
上
欄
外
註
二
、
「
お
ら
す
し
よ
」
経
と
同
じ
、
ト
ア
ル
ー
9
亀
？
○
浮
島
。
一
使
徒
信
経
1
祈
祷
）
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①
「
宗
徒
之
信
維
」
（
㊨
「
そ
う
と
の
し
ん
き
や
う
」
）

②
±
u
「
信
経
（
「
経
一
を
併
用
）
」
（
㊨
「
し
ん
き
や
う
」
㊧
「
け
れ
ど
の
お
ら
し
ょ
」
）

一
ケ
條
・
条

②
…
・
一
「
万
事
豊
玉
ふ
：
御
親
天
帝
様
」
（
㊧
「
ぼ
ん
じ
か
な
い
た
も
一
：
お
ん
お
や
で
う
す
さ
ま
」
上
欄
外
註
二
、
「
天
帝
」
天
主
と
岡

じ
、
ト
ア
ル
ー
O
窪
ω
一
神
）

①
「
我
は
全
能
有
て
：
天
主
父
を
信
じ
」
（
㊨
「
己
れ
一
せ
（
濁
点
な
し
）
ん
の
う
あ
っ
（
り
を
併
用
）
…
－
○
○
ふ
…
し
ん
一
」
聞
屋
に

は
㊨
「
て
ん
し
ゅ
」
が
有
る
。
「
我
：
を
信
じ
」
」
ー
ニ
カ
條
も
同
じ
．

　
猶
、
「
…
を
信
じ
」
を
、
1
2
回
期
い
、
各
条
に
付
し
て
い
る
一
①
の
特
徴
，
）

②
1
一
－
－
「
四
極
叶
ぴ
弱
偲
ぶ
一
－
御
父
三
雲
」
（
「
㊧
ぼ
ん
じ
か
な
項
目
…
－
お
ん
お
や
㊧
で
ゲ
ず
」
．
旧
漢
字
・
旧
仮
名
使
い
採
用
。
）

ニ
ケ
條
・
条

②
一
i
「
其
御
壱
人
の
子
我
等
の
御
主
ぜ
ず
す
き
り
し
と
」
（
㊨
「
そ
の
お
ん
ひ
と
り
一
こ
わ
れ
ら
一
お
ん
あ
る
じ
一
」
）

①
門
我
人
間
の
主
と
て
聖
子
耶
鯨
基
×
斯
督
を
信
じ
偏
（
㊧
「
己
れ
に
ん
げ
ん
一
志
う
i
O
O
ゑ
そ
う
き
×
す
と
一
志
ん
一
』
．
「
聖
子
」
一

他
頁
に
㊨
「
せ
い
し
篇
の
例
あ
り
．
フ
・
」
一
「
利
」
な
し
1
1
他
頁
も
同
じ
．
①
の
特
徴
か
．
「
陛
下
基
斯
督
」
一
音
標
文
字
使
用
）

②
一
重
「
其
猫
の
御
子
我
等
の
御
主
耶
鰍
基
利
斯
督
」
（
㊨
「
そ
の
ひ
と
り
…
お
ん
こ
わ
れ
ら
一
お
ん
あ
る
じ
ぜ
ず
x
き
り
す
と
」
1
1
音
標

文
字
使
用
）

三
ケ
條
・
条

②
…
i
　
「
す
び
り
と
さ
ん
と
の
御
奇
特
を
以
て
屋
ど
ら
せ
た
も
ふ
び
り
ぜ
ん
さ
ん
た
ま
り
や
よ
り
」
（
㊨
「
…
…
1
ご
き
ど
く
…
も
つ
…

や
…
…
…
」
）
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①
「
耶
蘇
脚
長
神
に
よ
り
て
降
点
せ
ら
れ
て
志
学
亜
と
い
へ
る
童
女
に
」
（
㊨
「
ゑ
そ
う
一
せ
い
し
ん
一
…
…
1
こ
ふ
よ
う
一
ま
り
ヤ
ー

ど
う
に
よ
…
」
．
他
頁
に
「
せ
い
じ
ん
」
の
例
あ
り
．
「
耶
蘇
」
「
聴
利
亜
」
一
音
標
文
字
使
用
。
他
頁
に
「
薦
利
亜
」
に
「
聖
」
を
ル
ビ
な

し
で
冠
す
る
例
／
「
童
身
女
」
㊧
「
ど
う
し
ん
に
よ
」
の
例
あ
り
，
）

②
一
…
1
1
「
昏
冥
の
御
奇
特
を
以
て
孕
ら
せ
給
ひ
童
貞
聖
（
マ
リ
ヤ
）
よ
り
」
（
「
㊧
す
び
り
と
さ
ん
と
一
㊨
ご
き
ど
く
一
も
つ
て
や
ど
…
た

ま
…
㊧
び
る
じ
ん
さ
ん
た
1
扁
）
「
マ
リ
ヤ
」
を
（
　
）
付
で
記
す
．
ー
ラ
テ
ソ
語
固
有
名
詞
を
片
仮
名
書
き
し
（
　
）
を
付
す
表
記
方
法
一

②
一
一
1
1
の
特
徴
。

四
ケ
條
・
条

②
一
・
－
「
ぼ
ん
し
ょ
ひ
ら
と
の
下
に
お
い
て
か
し
ゃ
く
を
う
け
く
る
す
に
か
玉
り
－
死
し
給
ふ
石
の
御
斎
に
お
さ
め
ら
れ
な
が
ら
」
（
㊨

「
一
し
た
一
し
一
た
も
一
い
し
一
み
く
わ
ん
…
）

①
「
般
爵
比
辣
多
と
云
太
守
の
時
に
當
撃
て
難
を
受
十
字
架
に
要
せ
ら
れ
て
死
し
終
に
埋
め
ら
れ
た
る
事
を
」
（
㊨
「
ぼ
ん
し
ょ
び
ら
と
旨

い
ふ
た
い
し
ゆ
一
と
き
一
あ
た
…
な
ん
一
う
け
○
じ
か
…
く
ぎ
1
志
1
つ
い
…
う
つ
一
こ
と
…
…
」
、
「
般
爵
比
辣
多
」
一
音
標
文
字
使
用
）

②
1
…
1
1
「
（
ポ
ン
シ
ョ
ピ
ラ
ト
）
の
下
に
於
て
呵
糞
を
受
け
十
字
架
に
懸
ら
れ
－
石
の
御
棺
に
納
め
ら
れ
な
が
ら
」
（
㊨
「
（
三
ケ
条
に
岡

じ
）
1
も
と
一
か
志
や
く
一
う
一
㊧
く
る
す
一
㊨
か
け
…
－
い
し
一
み
く
わ
ん
一
お
さ
一
」
）

五
ケ
條
・
条

②
－
i
　
「
大
地
の
底
に
く
だ
ら
せ
た
も
ふ
央
よ
り
三
日
間
に
総
生
せ
た
も
ふ
扁
（
㊨
「
だ
い
ぢ
…
そ
こ
…
そ
れ
一
さ
ん
に
ち
め
…
よ
み
が

ゑ
ら
一
」
）

①
「
地
獄
乃
処
へ
御
降
さ
れ
第
三
日
に
は
死
者
の
中
よ
り
御
生
返
り
玉
ふ
を
信
じ
篇
（
㊨
「
ぢ
ご
く
一
と
こ
ろ
一
○
く
だ
…
だ
い
O
O
ー

ハ
志
し
や
…
う
ち
…
○
い
き
か
へ
I
O
I
し
ん
一
」
）
（
「
夫
よ
り
二
一
①
に
な
し
）
（
「
死
者
の
中
よ
り
」
一
①
の
み
に
あ
り
偏
）
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②
…
H
「
大
地
の
底
に
降
ら
せ
夫
よ
り
三
日
目
に
蘇
生
ら
せ
給
ふ
」
（
㊨
「
だ
い
ぢ
一
そ
こ
一
く
だ
一
そ
れ
一
み
つ
か
め
一
よ
み
が
ヘ
ー

た
ま
一
」
）

六
ケ
條
・
条

②
…
i
「
天
に
あ
が
ら
せ
た
も
ふ
御
親
天
帝
の
お
ん
み
ぎ
に
備
わ
り
座
し
た
も
ふ
」
（
㊨
「
て
ん
一
お
ん
お
や
○
O
i
そ
な
一
ざ
…
偏
）

①
「
天
に
御
登
ら
れ
て
全
能
有
天
主
父
の
右
に
御
座
志
て
在
し
ま
す
を
」
（
㊨
「
○
一
○
の
ふ
一
せ
ん
の
う
あ
り
O
O
ふ
一
○
…
ご
ざ
一

お
わ
一
」
）

②
一
丁
「
天
に
上
ら
せ
給
ひ
御
親
天
主
の
御
宇
に
蒙
り
坐
し
給
ふ
」
（
「
㊨
て
ん
…
あ
が
一
た
ま
…
お
ん
お
や
㊧
矧
引
引
1
㊨
お
ん
み
ぎ
…

そ
な
わ
…
ざ
…
た
ま
－
偏
）

七
ケ
條
・
条

②
l
i
「
是
か
ら
ハ
出
た
る
人
死
し
た
る
人
も
御
た
エ
し
玉
房
ん
が
為
に
天
降
ら
せ
玉
ふ
」
（
㊨
「
こ
れ
一
い
き
一
ひ
と
し
一
ひ
と
一
お

ん
一
た
ま
一
た
め
一
あ
ま
く
だ
一
た
も
…
」
）

①
「
世
美
里
て
後
天
よ
り
去
り
て
生
死
者
を
御
審
零
せ
ら
れ
玉
ふ
を
信
じ
扁
（
㊨
「
よ
お
バ
ー
の
ち
○
一
き
た
一
せ
う
し
○
一
○
志
ん
ば
ん

く
他
頁
に
「
せ
ん
ぼ
ん
」
の
用
法
も
あ
る
＞
1
0
1
し
ん
i
」
）
（
一
①
で
は
「
天
よ
り
去
り
て
」
が
先
行
す
る
）

②
I
h
「
是
か
ら
ハ
生
き
た
る
人
も
死
し
た
る
人
も
糺
し
給
わ
ん
為
に
天
降
ら
せ
給
ふ
」
（
㊨
「
こ
れ
一
い
き
一
ひ
と
…
し
一
ひ
と
一
た

鼠
…
た
ま
…
た
め
1
あ
ま
く
だ
…
た
ま
一
」
）

八
ケ
條
・
条

②
！
i
「
す
び
り
と
さ
ん
と
を
漏

①
「
聖
神
を
信
じ
」
（
㊨
「
せ
い
し
ん
…
志
ん
一
」
）
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②
1
一
1
1
「
聖
神
」
（
「
㊧
す
び
り
と
さ
ん
と
」
）

九
ケ
條
・
条

②
一
i
「
か
と
り
か
に
て
ま
し
ま
す
さ
ん
た
ゑ
き
れ
ん
じ
ゃ
さ
ん
と
す
の
こ
む
に
よ
」

①
「
聖
に
し
て
公
な
る
教
會
乃
有
事
を
諸
聖
人
の
功
を
糧
通
志
る
事
を
」
（
㊨
「
O
l
こ
う
一
き
ゃ
う
く
わ
い
一
あ
る
O
I
志
よ
せ
い
じ

ん
一
こ
う
一
あ
い
つ
う
一
O
l
」
）

②
1
貸
「
公
な
る
聖
愈
諸
聖
の
通
功
を
」
（
㊧
「
か
と
り
か
…
さ
ん
た
ゑ
け
れ
志
や
さ
ん
と
す
一
こ
む
に
よ
一
」
）

一
〇
ケ
條
・
条

②
I
i
「
科
の
お
ん
ゆ
る
し
を
」
（
㊨
「
と
が
一
」
）

①
「
罪
乃
赦
を
信
じ
」
（
㊨
「
つ
み
一
志
や
一
志
ん
一
」
）

②
I
n
「
科
の
御
赦
を
」
（
㊨
「
と
が
一
お
ん
ゆ
る
し
一
」
）

一
一
ケ
條
・
条

②
一
i
「
に
く
し
ん
に
よ
み
が
ゑ
ら
せ
た
も
ふ
」

①
「
肉
身
乃
活
返
ら
ん
」
（
㊨
「
に
く
し
ん
一
い
き
か
ヘ
ー
し
）

②
1
茸
「
肉
身
に
復
活
ら
せ
」
（
㊨
「
に
く
し
ん
一
よ
み
が
へ
－
偏
）

二
一
ケ
條
・
条

②
I
i
「
お
わ
り
な
き
御
命
を
ま
こ
と
に
信
じ
奉
る
あ
め
ん
」
（
㊨
「
1
お
ん
い
の
ち
…
し
ん
一
た
て
ま
つ
一
」
）

①
「
常
生
疲
信
志
る
も
の
な
里
阿
孟
」
（
㊨
「
ぢ
や
う
せ
う
一
し
ん
一
あ
め
ん
」
）

②
…
…
u
「
終
り
な
き
講
を
儒
じ
奉
る
亜
孟
」
（
㊨
「
お
わ
一
い
の
ち
一
ま
こ
と
一
し
ん
一
た
ま
つ
…
㊧
あ
め
ん
」
）
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②
1
茸
『
聖
教
初
墨
要
理
』
信
管
之
解
（
明
治
八
年
版
）
は
、
前
押
書
同
様
、
手
書
き
（
木
版
と
思
わ
れ
る
）
和
綴
書
で
あ
る
。
そ
の

体
裁
も
気
書
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
当
時
の
日
本
教
区
長
ジ
ラ
ー
ル
師
の
企
画
に
よ
る
ム
ニ
ク
ゥ
版
『
聖
教
要
理
問
答
』
は
プ
テ
ィ
ジ
ャ

ン
版
『
聖
教
初
墨
要
理
』
よ
り
幽
き
に
出
版
さ
れ
な
が
ら
、
明
治
一
五
年
頃
ま
で
、
き
り
し
た
ん
用
語
併
用
本
の
継
続
出
版
を
ゆ
る
し

た
。
こ
れ
は
、
一
重
に
司
教
プ
テ
ィ
ジ
ャ
ン
の
配
慮
に
よ
る
。
『
プ
チ
ジ
ャ
ン
司
教
書
簡
集
』
一
八
六
五
年
聖
母
月
の
一
日
演
算
十
七
書
簡

に
は
、
『
ム
ニ
ク
ウ
師
の
カ
ト
リ
ッ
ク
要
理
は
軌
道
に
の
っ
て
来
ま
し
た
。
…
…
し
か
し
彼
が
、
そ
れ
を
ぜ
ん
ぶ
ひ
ら
が
な
（
餌
綜
9
函
効
ゆ
9
）

で
書
か
な
い
で
候
文
（
ω
o
β
『
o
煽
げ
§
）
で
書
い
た
の
は
残
念
で
し
た
。
信
徒
た
ち
は
、
彼
が
書
い
た
ま
ま
の
も
の
を
｝
語
も
読
む
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
。
』
と
記
さ
れ
て
い
る
。
同
月
二
九
日
付
診
二
一
書
簡
は
、
教
区
長
ジ
ラ
ー
ル
に
対
し
て
、
『
ラ
テ
ン
語
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の

用
語
の
問
題
に
関
し
て
ロ
ー
二
目
ュ
師
と
私
は
、
残
念
な
が
ら
親
愛
な
る
ム
ニ
ク
ウ
師
の
意
見
は
実
行
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
、

思
っ
て
い
ま
す
。
漢
宇
は
、
文
学
と
か
日
本
人
の
学
者
の
た
め
に
は
非
常
に
よ
い
の
で
す
。
私
は
そ
の
事
に
つ
い
て
は
異
議
を
申
し
立
て

ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
信
者
た
ち
の
場
合
に
は
あ
て
は
ま
り
ま
せ
ん
。
人
の
話
に
よ
る
と
、
六
千
か
ら
七
千
人
の
信
者
が
い
る
の

に
、
特
別
に
勉
強
し
た
人
は
　
人
も
あ
り
ま
せ
ん
。
極
く
少
数
の
人
が
簡
単
な
「
ヒ
ラ
ガ
ナ
」
を
読
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。
彼
ら
の
使
っ
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て
い
る
言
葉
を
、
彼
ら
か
ら
取
り
上
げ
て
し
ま
う
こ
と
は
、
私
た
ち
を
彼
ら
の
も
の
と
全
く
違
っ
た
宗
教
の
指
導
者
の
よ
う
に
思
わ
せ
て

し
ま
う
こ
と
で
す
。
』
（
傍
線
は
簑
者
の
書
き
入
れ
）
と
訴
え
て
い
る
。
　
一
八
六
五
年
三
月
十
七
日
の
出
来
事
－
一
「
信
徒
発
冤
」
以
来
、
プ

テ
ィ
ジ
ャ
ン
の
も
と
に
、
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
達
に
よ
っ
て
多
く
の
オ
ラ
シ
ヨ
や
教
理
書
の
（
写
本
）
断
片
が
届
け
ら
れ
た
。
彼
は
、
こ
れ

ら
貴
重
な
資
料
に
彼
が
考
案
し
た
番
号
及
び
彼
独
特
の
ロ
ー
マ
二
尊
記
（
プ
テ
ィ
ジ
ャ
ン
は
、
き
り
し
た
ん
達
の
住
む
「
地
名
」
が
外
部

者
（
特
に
、
官
憲
）
に
知
ら
れ
る
事
を
警
戒
し
て
、
「
逆
」
に
記
述
し
た
。
例
え
ば
「
鶯
島
扁
一
0
8
σ
q
♂
但
し
「
江
戸
」
1
1
鴫
Φ
侮
。
の
例
も
有

る
）
を
付
し
て
、
横
浜
の
ジ
ラ
ー
ル
に
忠
実
に
報
告
し
続
け
た
。
プ
テ
ィ
ジ
ャ
ン
に
と
っ
て
門
キ
リ
ス
ト
教
徒
」
と
は
、
外
な
ら
ぬ
（
無

学
と
も
い
え
る
）
彼
ら
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
ジ
ラ
ー
ル
は
、
　
一
八
五
八
一
安
政
五
年
の
開
港
に
伴
い
、
日
本
教
区
長
に
任
命



さ
れ
、
外
国
人
居
留
地
に
住
む
、
言
わ
ば
「
異
邦
人
（
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
日
本
人
）
の
使
徒
」
で
あ
っ
た
。
当
時
ま
だ
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制

下
に
あ
っ
た
日
本
で
、
あ
る
程
度
の
知
的
レ
ベ
ル
に
達
し
好
奇
心
に
満
ち
た
こ
れ
ら
の
「
異
邦
人
」
に
だ
け
接
し
て
い
た
彼
に
は
、
プ
テ

ィ
ジ
ャ
ン
の
布
教
方
法
は
、
理
解
し
難
い
も
の
だ
っ
た
。
（
こ
の
間
題
に
関
し
て
は
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ラ
ウ
レ
ス
の
論
文
『
プ
チ
ジ
ャ
ン
司

教
と
キ
リ
シ
タ
ン
伝
統
』
カ
ト
リ
ッ
ク
研
究
第
二
十
巻
第
二
号
、
昭
和
十
五
年
三
月
二
六
日
発
行
、
岩
波
書
店
、
が
触
れ
て
い
る
。
猶
、

国
鑓
ま
｝
呂
煽
Φ
ζ
鋤
躍
餌
。
。
著
、
目
》
．
、
強
国
瓢
O
H
O
2
0
図
』
削
ω
d
ω
．
、
（
圃
》
ω
○
｝
》
－
目
高
○
）
団
団
ω
ω
¢
ω
○
團
8
国
璽
》
q
嗣
》
勺
O
Z
勺
弾
ユ
ω
●

囲
G
。
り
①
1
1
久
野
桂
一
郎
訳
『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
復
活
史
』
一
九
八
五
年
．
み
す
ず
書
房
．
第
二
篇
第
二
章
「
一
八
六
六
年
し
に
詳
し
く
記
さ

れ
て
い
る
。
特
に
二
七
四
頁
上
段
の
引
用
文
は
、
プ
テ
ィ
ジ
ャ
ン
の
気
持
を
よ
く
表
し
て
い
る
．
「
一
月
初
め
に
ジ
ラ
ー
ル
か
ら
プ
テ
ィ

ジ
ャ
ン
宛
に
ム
ニ
ク
ゥ
の
公
教
要
理
⑳
三
〇
部
が
送
ら
れ
、
や
が
て
覧
○
部
が
追
送
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
長
崎
の
宣
教
師
に
言
わ
せ

る
と
、
〈
日
本
語
の
姿
を
し
た
〉
ス
チ
ュ
ウ
ェ
ン
の
公
教
要
理
だ
っ
た
。
『
我
我
が
何
度
も
送
っ
た
資
料
を
ム
ニ
ク
ゥ
が
受
け
入
れ
な
か
っ

た
の
は
、
な
ん
と
い
う
不
幸
な
こ
と
か
。
彼
の
公
教
要
理
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
を
知
り
た
が
っ
て
い
る
気
の
毒
な
魂
に
そ
れ
を
広
め

る
の
に
大
い
に
役
だ
っ
た
ら
よ
か
っ
た
の
で
す
が
！
　
し
か
し
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
横
浜
の
宣
教
師
は
日
本
の
異
教
徒
を

ま
と
め
て
改
宗
さ
せ
る
こ
と
を
考
え
、
そ
れ
ら
の
者
た
ち
の
た
め
に
我
が
切
支
丹
を
犠
牲
に
し
た
の
で
す
』
と
彼
ら
は
言
っ
た
。
プ
テ
ィ

ジ
ャ
ン
は
こ
の
公
教
要
理
を
配
布
し
な
い
で
し
ま
っ
て
お
き
、
…
…
布
教
聖
省
の
決
定
を
待
っ
た
。
」

　
④
　
こ
の
書
が
小
論
中
の
①
『
聖
教
要
理
聞
答
』
一
八
六
五
一
1
慶
憾
一
年
版
で
あ
る
。
他
方
既
に
「
（
プ
テ
ィ
ジ
ャ
ン
は
）
切
支
丹
同

志
が
使
う
言
葉
を
用
い
て
公
教
要
理
⑳
を
編
集
す
る
仕
事
を
ロ
ー
墨
田
ュ
と
熱
心
に
し
て
い
た
。
彼
は
ロ
ー
カ
ニ
ュ
と
、
彼
が
も
っ
て
い

る
古
い
写
本
を
調
べ
、
昔
の
宣
教
師
が
使
っ
て
い
た
語
法
や
文
法
さ
え
も
で
き
る
だ
け
使
っ
て
い
た
。
」
（
同
書
二
七
二
～
二
七
三
頁
）

　
⑳
　
こ
の
書
が
小
論
中
の
②
…
i
『
聖
教
初
弾
要
理
』
一
八
六
八
1
一
慶
出
戸
（
明
治
一
）
年
版
で
あ
る
。
②
…
i
と
②
…
”
1
1
と
に
見
ら

れ
る
相
違
は
、
二
つ
の
『
聖
教
日
課
』
（
明
治
元
年
版
と
同
｝
五
年
版
）
に
も
認
め
得
る
。
『
使
徒
信
維
』
定
式
文
に
限
っ
て
言
え
ば
、
前
者
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の
中
で
漢
字
を
使
回
し
て
い
る
箇
所
は
、
⑳
「
天
帝
」
（
ル
ビ
な
し
）
・
「
御
壱
入
」
（
お
ん
ひ
と
り
）
・
「
子
」
（
こ
）
・
⑳
「
御
薄
」
（
み
か

ん
）
・
「
玉
ふ
」
（
た
も
ふ
）
・
「
三
日
」
（
さ
ん
に
ち
）
・
「
人
」
（
ひ
と
）
・
「
御
」
・
「
死
」
（
ル
ビ
な
し
）
の
み
で
、
あ
と
は
す
べ
て
「
ひ
ら
が

な
」
表
記
で
あ
る
。
〈
⑳
「
天
帝
」
に
ル
ビ
が
付
い
て
い
な
い
の
は
恐
ら
く
読
み
方
の
固
定
化
（
「
で
う
す
」
）
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、

「
御
」
・
「
死
」
の
場
合
と
は
区
別
す
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
（
か
ん
）
・
（
た
も
）
で
は
発
音
通
り
の
ル
ビ
付
け
法
を
採
用
し
て
お
り
、
最

も
日
常
的
な
印
象
を
与
え
て
い
る
。
当
時
、
少
し
で
も
学
問
を
し
た
者
で
あ
れ
ぽ
、
旧
仮
名
使
い
を
良
し
と
し
た
筈
で
あ
る
。
〉
こ
れ
に

対
し
て
後
者
の
体
裁
は
、
②
一
”
u
の
も
の
に
極
官
し
て
い
る
。
「
御
作
者
七
型
」
（
ご
さ
く
し
や
＊
お
ん
お
や
）
・
「
天
主
」
（
て
ん
し
ゅ
）
・

「
御
一
子
」
（
お
ん
ひ
と
り
こ
）
・
「
御
主
耶
鯨
基
利
斯
督
篇
（
お
ん
あ
る
じ
ぜ
ず
す
き
り
し
と
）
・
「
聖
霊
」
（
＊
す
ひ
り
と
さ
ん
と
）
・
「
奇
特
」

（
き
ど
く
）
・
「
童
貞
」
（
ど
う
て
い
）
・
「
聖
」
（
せ
い
）
・
「
在
官
」
（
ざ
い
く
わ
ん
）
・
「
十
字
架
」
（
じ
ふ
じ
か
）
・
「
聖
公
書
」
（
せ
い
こ
う
く

わ
い
）
・
「
諸
聖
人
の
相
通
功
」
（
し
ょ
せ
い
じ
ん
の
あ
い
つ
う
こ
う
）
等
、
（
＊
二
種
類
の
右
付
ル
ビ
を
除
い
て
）
確
実
に
「
漢
語
・
漢
字
偏

主
体
の
書
に
変
化
し
て
い
る
。
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〔
第
二
期
～
第
三
期
〕
邦
訳
『
使
徒
信
経
（
繧
）
・
（
条
・
條
）
』
定
式
文
に
関
す
る
主
要
参
考
資
料

⑤
『
彌
撒
拝
聴
幼
の
導
き
』
（
一
八
八
六
一
明
治
一
九
年
版
）
一
廣
瀬
源
八
編
纂
（
長
崎
）

⑥
『
公
教
繹
義
』
（
明
治
一
七
，
横
浜
・
日
本
北
緯
公
教
會
2
冊
、
明
治
一
九
．
二
版
／
明
治
二
〇
上
・
下
初
版
、
　
＊
一
八
八
九
一
1
明
治

二
二
．
日
本
北
緯
公
教
愈
再
版
、
＊
一
八
九
七
一
明
治
三
〇
．
三
幅
．
東
京
大
司
教
伯
造
寺
壷
皿
亜
出
版
謂
可
／
明
治
三
一
．
2
冊
）
ー
ー

プ
ロ
…
テ
ラ
ン
（
］
1
ら
帥
同
一
①
　
（
）
’
　
》
●
　
じ
σ
門
○
け
①
一
節
出
離
①
）
＊
相
互
に
異
な
っ
た
邦
訳
『
使
徒
赤
経
（
繰
）
・
（
条
・
條
）
』
定
式
文
を
基
に
し
て
い

る
。
明
治
二
二
年
版
上
巻
，
五
十
五
丁
以
下
参
照
．
第
一
之
部
．
即
可
記
事
．
1
1
信
経
の
条
項
に
従
っ
た
教
理
（
義
）
解
説
。
但
し
定
式

文
の
記
載
は
無
い
。
明
治
三
〇
年
魚
上
巻
．
五
十
四
丁
．
第
一
之
部
．
即
可
信
事
．
に
『
使
徒
叢
記
』
定
式
文
が
記
載
さ
れ
、
各
条
項
に



つ
い
て
の
解
説
が
続
く
。
但
し
内
容
は
明
治
二
二
年
版
と
同
じ
。

⑦
「
明
治
二
二
年
十
二
月
／
救
世
主
降
生
一
千
八
百
八
十
九
年
十
二
月
再
生
『
公
教
要
理
』
」

⑧
「
耶
蘇
基
督
降
生
一
千
八
百
九
十
五
年
ノ
東
京
司
教
虫
歯
二
於
テ
四
教
離
ノ
指
定
書
『
公
教
要
理
』
」

※
第
二
章
で
は
、
こ
れ
ら
の
中
か
ら
、
⑤
⑦
⑧
の
三
資
料
を
選
び
、
略
述
す
る
。

〔
参
考
資
料
〕

⑦
『
公
教
要
理
』
明
治
二
二
年
十
二
月
／
救
世
主
斜
生
一
千
八
百
八
十
九
年
十
二
月
再
挙
北
緯
日
本
聖
會
司
教
伯
多
論
罪
利
亜
．
九
十
一

丁
．
参
照
。
　
＊
（
　
）
一
要
注
音
心
箇
所
の
右
付
ル
ビ
．

○
人
数
．
万
事
叶
ひ
給
ふ
。
天
地
を
造
ら
せ
給
ふ
。
天
主
聖
父
（
て
ん
し
ゅ
せ
い
ふ
）
を
信
じ
奉
つ
る
。
其
猫
心
の
聖
子
（
そ
の
ひ
と

り
一
せ
い
し
）
。
我
等
の
御
主
黒
帯
基
利
斯
督
。
尊
重
（
せ
い
し
ん
）
の
奇
特
を
以
て
孕
ら
せ
給
ひ
。
童
貞
（
ど
う
て
い
）
ま
り
や
よ
り

生
れ
さ
せ
給
ひ
。
ぼ
ん
し
ょ
、
び
ら
と
の
下
に
湿
て
呵
責
を
受
け
。
十
字
架
に
懸
ら
れ
死
し
給
ひ
。
石
ノ
御
軍
に
瞼
（
お
さ
め
）
ら
れ
給

ひ
。
古
聖
所
（
こ
せ
い
し
ょ
）
に
降
ら
せ
給
ひ
。
三
日
（
み
つ
か
）
め
に
鰍
生
ら
せ
給
ひ
。
天
に
上
ら
せ
給
ひ
。
萬
事
叶
ひ
給
ふ
天
主
聖

父
の
御
右
に
。
坐
し
給
ひ
。
生
だ
る
人
死
し
た
る
人
を
糺
し
給
ハ
ん
が
為
に
。
天
降
ら
せ
給
ふ
を
信
じ
奉
つ
る
。
聖
榊
。
公
な
る
聖
黒
影

聖
人
の
吾
等
（
か
と
り
か
一
せ
い
く
わ
い
し
ょ
せ
い
じ
ん
一
つ
う
こ
う
）
。
罪
の
御
赦
。
肉
身
の
復
活
（
よ
み
が
へ
り
）
。
終
り
な
き
命
を

信
じ
奉
つ
る
。
薫
孟
。

〔
参
考
資
料
〕

第
二
回
教
会
会
議
（
明
治
二
八
年
四
月
二
八
日
、
於
東
京
）
出
版
「
耶
鰍
基
督
降
生
一
千
八
百
九
十
五
年
ノ
棄
京
司
教
禽
韮
山
於
テ
四
教

匿
ノ
指
定
書
『
公
教
要
理
』
（
『
天
主
公
教
要
理
』
）
」
三
頁
、
第
一
部
　
信
ず
べ
き
審
『
使
徒
認
識
』
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わ
れ
　
　
て
ん
ち
　
　
さ
う
ざ
う
し
ゆ
　
ぜ
ん
の
う
　
ち
ぢ
　
　
　
て
ん
し
ゅ
　
　
し
ん

我
は
天
地
の
創
造
主
、
全
能
の
父
な
る
天
主
を
信
ず
、

ま
た
そ
の
お
ん
ひ
と
り
こ
　
　
わ
れ
ら
　
　
し
ゅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

又
其
御
猫
子
、
我
等
の
主
イ
エ
ズ
ス
・
キ
リ
ス
ト
、

な
す
は
　
せ
い
れ
い
　
　
よ
　
　
　
　
や
ど
　
　
　
ど
う
て
い
一
…
ー
ー
　
　
　
う
ま

即
ち
聖
嬢
に
由
り
て
孕
り
、
童
貞
マ
リ
ア
よ
り
生
れ
、

一
－
－
」
…
一
i
1
1
－
．
I
－
」
．
一
　
　
　
　
　
く
わ
ん
か
　
　
　
く
る
し
み
　
　
う
　
　
　
　
じ
ふ
じ
か
　
　
つ
け
　
　
　
　
　
し
　
　
　
は
う
む

ポ
ン
シ
ヨ
、
ピ
ラ
ト
の
管
下
に
て
苦
を
受
け
、
十
字
架
に
釘
ら
れ
、
死
し
て
葬
ら
れ

こ
せ
い
し
ょ
　
く
だ
　
　
み
つ
か
め
　
し
し
ゃ
　
う
ち
　

ょ
み
が

古
聖
所
に
降
り
て
三
臼
目
に
死
者
の
中
よ
り
鯨
へ
り
、

て
ん
　
の
ぼ
　
　
　
ぜ
ん
の
う
　
ち
ぢ
　
　
　
て
ん
し
ゅ
　
み
ぎ
　
　
ざ

天
に
昇
り
て
全
能
の
父
な
る
天
主
の
右
に
座
し
、

か
し
こ
　
　
　
　
い
　
　
　
　
ひ
と
　
　
し
　
　
　
　
ひ
と
　
　
さ
ば
　
　
　
た
め
　
　
き
た
　
　
た
ま
　
　
し
ゅ
　
　
し
ん

彼
庭
よ
り
生
け
る
人
と
死
せ
る
人
を
審
か
ん
為
に
振
り
給
ふ
主
を
信
ず
、

わ
れ
　
せ
い
お
い

我
は
聖
鯉
、

せ
い
こ
う
く
わ
い
　
　
し
ょ
う
せ
い
じ
ん
　
　
つ
う
こ
う

聖
公
愈
、
諸
聖
人
の
通
功
、

つ
み
　
ゆ
る
し

罫
の
赦
免
、

に
く
し
ん
　
よ
み
が
へ
り

肉
身
の
復
活
、

を
は
り
　
　
　
い
の
ち
　
　
し
ん
　
た
て
ま

終
な
き
生
命
を
信
じ
奉
つ
る
、
ア
ー
メ
ン
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第
二
章

〔
第
二
期
〕
日
本
に
於
け
る
『
公
教
會
』
の
準
備
時
代
（
明
治
一
六
～
周
二
八
年
目
～
〔
第
三
期
〕

『
明
治
二
八
年
定
式
文
』
と
そ
の
僅
か
な
変
更
の
時
代
（
明
治
二
九
～
昭
和
三
七
年
）

　
明
治
二
二
年
二
月
十
一
日
『
大
日
本
帝
国
憲
法
』
発
布
に
伴
い
、
「
条
件
付
信
教
の
藏
由
」
が
認
め
ら
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
会
も
「
公
認
」

時
代
を
迎
え
た
。
こ
の
時
期
を
境
に
、
日
本
的
…
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
繊
版
物
も
次
第
に
シ
ナ
で
出
版
さ
れ
た
「
天
主
教
」
教
理
書



（
訓
点
本
、
和
訳
本
）
系
統
の
も
の
が
牛
立
っ
様
に
な
る
。
例
え
ば
『
海
道
自
讃
』
三
島
良
忠
訓
（
明
治
一
九
一
一
八
六
八
年
）
出
版
の
原

本
は
、
沙
守
信
（
団
北
画
陣
①
匹
Φ
O
土
壁
α
q
g
。
）
著
（
初
版
一
七
一
八
年
・
上
海
）
一
八
六
八
年
・
上
海
－
慈
母
堂
刊
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

同
年
出
版
の
廣
瀬
源
八
編
纂
『
彌
撒
拝
聴
幼
の
導
き
』
は
、
「
キ
リ
シ
タ
ン
用
語
」
（
墨
付
片
仮
名
ル
ビ
使
用
）
併
用
の
一
例
で
あ
る
、
す

な
わ
ち
「
信
維
」
（
㊨
「
し
ん
け
う
」
㊧
「
ケ
レ
ド
扁
）
／
「
聖
紳
」
（
㊨
せ
い
し
ん
」
㊧
「
ス
ピ
リ
ト
サ
ン
ト
」
）
／
「
童
貞
」
（
㊨
「
ど
う
て

い
偏
㊧
「
ウ
井
ル
ジ
エ
ン
」
）
／
「
ぼ
ん
し
ょ
、
び
ら
と
」
一
仮
名
書
／
「
十
字
架
扁
（
㊨
「
じ
う
じ
か
」
㊧
「
ク
ル
ス
」
）
／
「
「
古
聖
所
」
（
㊨

「
こ
せ
い
志
よ
」
㊧
「
リ
ン
ボ
」
）
／
「
公
な
る
聖
會
諸
聖
人
の
通
功
」
（
㊨
「
か
と
り
か
」
i
「
せ
い
く
わ
い
し
ょ
せ
い
じ
ん
一
つ
う
こ
う
」

㊧
「
サ
ン
タ
エ
ク
レ
ジ
イ
ヤ
モ
ロ
モ
ロ
ノ
サ
ン
ト
ス
ー
コ
ン
ム
ニ
ヲ
」
）
．
傍
線
部
分
は
例
外
的
用
法
と
思
わ
れ
る
が
、
他
頁
に
も
「
公

な
る
聖
域
」
（
㊧
「
か
と
り
か
」
一
「
せ
い
く
わ
い
偏
㊧
「
サ
ン
タ
、
エ
ク
レ
ジ
X
ヤ
」
）
／
「
諸
聖
人
の
冠
な
る
耶
鯨
」
（
㊧
「
モ
ロ
モ
ロ
ノ

サ
ン
ト
ス
ー
」
）
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
本
書
の
特
徴
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
「
天
主
聖
父
」
（
㊨
「
て
ん
し
ゅ
せ
い
ふ
」
）
但
し

六
ケ
條
一
「
天
主
聖
霊
」
（
㊨
「
て
ん
し
ゅ
せ
い
ふ
」
㊧
「
オ
ン
オ
ヤ
」
）
の
う
ち
、
「
天
主
」
一
「
て
ん
し
ゅ
」
は
他
頁
で
も
固
定
し
て
お

り
、
本
書
に
は
も
は
や
「
で
う
す
／
デ
ウ
ス
」
読
み
及
び
ル
ビ
は
存
在
し
な
い
。
他
頁
を
瞥
見
し
た
だ
け
で
も
、
「
大
主
」
（
㊨
「
た
い
し

ゅ
」
㊧
「
オ
ン
ア
ル
ジ
」
）
／
「
恩
謝
奉
献
」
（
㊨
「
お
ん
し
ゃ
ほ
う
け
ん
」
㊧
「
ヲ
ン
レ
イ
サ
・
ゲ
」
）
の
類
い
の
一
層
漢
語
的
単
語
が
豊
富

な
事
に
気
付
く
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
「
聖
父
…
聖
子
i
聖
榊
扁
（
㊨
「
せ
い
ふ
一
せ
い
し
一
せ
い
し
ん
」
㊧
「
パ
ー
テ
ル
ー
ヒ
（
ブ
イ
）
リ

ョ
ー
ス
ピ
リ
ト
サ
ン
ト
」
）
／
「
聖
寵
」
（
㊨
「
せ
い
ち
ゃ
う
」
㊧
「
ガ
ラ
サ
」
）
等
「
キ
リ
シ
タ
ン
用
語
扁
も
多
い
。
日
本
が
明
治
政
府
に

よ
っ
て
統
一
さ
れ
、
対
外
的
に
も
一
国
家
と
し
て
処
し
て
い
く
時
代
に
な
っ
た
こ
の
時
、
こ
の
様
な
現
実
は
、
『
公
三
好
』
に
一
考
を
促

し
た
に
ち
が
い
な
い
。
事
実
、
明
治
二
三
年
六
月
一
五
日
、
長
崎
で
開
催
さ
れ
た
「
第
一
回
司
教
会
議
」
は
、
全
国
的
構
想
で
、
新
祈
祷

書
を
発
行
す
る
事
を
企
画
し
た
の
で
あ
る
。
第
二
回
教
会
会
議
（
明
治
二
八
年
四
月
二
八
艮
、
於
東
京
）
が
出
版
し
た
「
耶
鯨
基
督
降
生

一
千
八
百
九
十
五
年
ノ
東
京
司
教
会
議
二
於
テ
四
教
慨
ノ
指
定
書
『
公
教
要
理
』
（
『
天
主
公
教
要
理
』
）
」
は
こ
の
結
実
と
い
え
る
。
こ
れ
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以
来
、
明
治
九
年
～
明
治
二
四
年
の
間
に
分
割
・
誕
生
し
た
菓
京
・
長
綺
・
横
浜
・
函
館
の
四
教
慨
即
ち
β
本
全
国
の
『
公
教
會
』
は
、

公
的
に
認
可
さ
れ
た
同
～
邦
文
の
『
使
徒
信
維
』
を
持
つ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
規
範
版
『
ロ
ー
マ
：
・
・
サ
典
書
』
（
　
九
七
八
年
）
が

出
版
さ
れ
る
ま
で
、
（
極
僅
か
な
変
更
を
除
け
ば
⑳
4
）
公
式
認
可
の
『
使
徒
信
経
・
条
』
定
式
文
邦
訳
の
変
遷
に
関
し
て
、
特
記
す
べ

き
点
は
無
い
。

⑳
）
1
。
）
　
1
。
｛
薗
権
一
五
郎
訳
．
＊
ス
タ
イ
ヒ
エ
γ
　
窯
．
Q
D
尚
①
剛
。
ぴ
。
昌
原
訳
μ
述
／
エ
ル
・
ペ
リ
協
力
。
『
塾
福
音
書
駈
上
・
下
（
明
治
…
二
八
、
　
二
〇
）
一
編
ら

　
　
く
初
代
東
京
大
司
教
畑
鼠
禄
砺
利
亜
（
℃
冨
凄
Φ
ζ
●
○
ω
o
＝
h
’
十
H
⑩
O
①
一
明
治
三
九
）
オ
ズ
ー
フ
師
の
認
可
に
よ
る
。
　
〔
＊
河
野
純
徳
著
（
キ
リ
シ
タ
ン
文

　
　
化
研
究
シ
リ
ー
ズ
2
1
）
三
八
頁
以
降
を
参
照
〕

　
2
。
エ
・
ラ
ゲ
（
中
質
⇔
α
q
漬
け
）
訳
『
贈
主
イ
エ
ズ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
新
約
豊
書
』
（
明
治
四
　
二
年
論
ハ
月
二
八
環
出
版
，
　
岡
年
七
月
二
日
発
行
）
一
東
京
大
司

　
　
教
出
版
認
可
。
本
書
に
は
「
司
教
の
個
人
名
」
は
載
っ
て
い
な
い
。
当
時
は
ミ
ュ
ガ
ビ
ュ
…
ル
（
ム
ガ
ブ
ー
ル
）
師
（
溢
O
①
1
1
明
治
三
九
年
東
京
大
司
教

　
　
に
就
任
．
明
治
四
三
年
五
月
二
七
揖
フ
ラ
ン
ス
に
於
い
て
逝
夫
）
と
、
後
任
者
ボ
ン
ヌ
師
（
一
明
治
四
四
年
薫
月
一
臼
に
叙
階
式
、
同
十
一
日
東
京
築
地

　
　
教
会
に
お
い
て
着
座
式
を
挙
行
）
の
交
替
晴
期
に
当
た
る
故
、
恐
ら
く
後
者
の
「
出
版
認
可
」
で
あ
ろ
う
。

　
＊
　
ち
な
み
に
、
明
治
九
年
五
月
…
一
㎜
一
日
、
そ
れ
ま
で
の
胃
本
代
牧
区
〈
弘
化
三
年
一
一
八
四
六
年
設
立
、
翌
年
一
月
六
日
、
ロ
…
マ
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス

　
　
一
六
世
は
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
フ
ォ
ル
カ
ー
ド
（
］
り
ぴ
①
O
傷
O
戦
Φ
　
》
’
閃
O
鴬
O
同
質
①
）
師
を
初
代
日
本
教
区
長
に
任
命
し
た
〉
は
北
緯
塑
會
（
代
牧
区
）
（
横
浜
、

　
　
オ
ズ
ー
フ
司
教
）
と
南
緯
二
面
（
代
牧
区
）
（
大
阪
、
プ
テ
ィ
ジ
ャ
ン
司
教
）
に
分
割
さ
れ
た
。
明
治
…
二
年
三
月
二
〇
黛
、
南
緯
代
三
重
を
分
割
し
中

　
　
緯
代
牧
区
を
設
立
、
更
に
、
明
治
二
四
年
凶
暴
｛
七
ヨ
、
北
緯
代
牧
区
を
分
割
し
て
函
館
代
飛
州
を
設
立
し
た
。
同
年
六
月
二
五
臼
、
μ
…
マ
教
皇
レ
オ

　
　
一
箪
世
は
東
京
を
大
司
教
座
と
し
て
、
オ
ズ
ー
フ
師
を
大
司
教
に
任
命
し
た
。
オ
ズ
ー
フ
師
は
在
任
中
、
多
く
の
著
書
に
認
可
を
与
え
た
が
、
そ
の
際

　
　
『
（
北
緯
撰
本
聖
會
司
教
／
東
京
大
司
教
）
五
二
禄
二
項
薇
准
／
嵐
版
認
可
』
一
を
用
い
て
い
た
。
猶
、
プ
テ
ィ
ジ
ャ
γ
師
は
『
国
本
司
教
伯
爾
納
鐸
／
べ
る

　
　
な
る
ど
／
倍
瑠
灘
屡
努
／
灘
／
免
許
』
と
記
し
て
い
た
。

　
※
諜
・
ラ
ゲ
（
中
質
⇔
σ
q
器
¢
訳
ロ
ー
マ
字
聖
二
八
．
芝
＞
O
＞
ω
鵠
¢
鵠
ω
¢
ω
図
夷
H
ω
¢
8
0
宏
○
ω
訟
囲
宕
越
顧
諺
溶
¢
○
つ
さ
づ
H
ω
鵠
○
●
お
δ
（
萌
治
四
三

　
　
年
版
）
一
東
京
大
司
教
認
可
。

　
3
。
光
明
被
課
『
蕉
約
聖
需
』
（
昭
和
二
九
～
三
四
年
版
）
一
札
幌
教
区
長
認
可
。

　
4
。
バ
ル
バ
ロ
ー
デ
ル
・
コ
ル
訳
『
認
証
壮
士
撒
新
約
聖
一
壁
圃
晶
（
一
九
照
日
四
年
版
）
一
↓
果
山
迅
上
人
欄
調
教
。
編
機
獅
十
幽
井
辰
雄
認
可
。
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5
。
フ
ェ
デ
リ
コ
。
バ
ル
バ
ロ
訳
『
白
書
・
旧
約
新
約
』
（
昭
和
互
五
年
版
）
鐸
4
。
の
改
幽
幽
一
東
京
大
司
教
白
柳
誠
一
認
可
。

　
6
。
例
外
と
し
て
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
肇
書
研
究
所
訳
『
鍵
書
…
原
文
か
ら
の
批
判
的
目
語
訳
…
』
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
こ
の
訳
業
は
、
「
九
認
八
年
㎝
O

　
　
月
二
二
日
、
当
時
の
教
皇
庁
公
使
パ
ル
テ
大
司
教
M
・
デ
・
フ
ル
ス
テ
ン
ベ
ル
グ
師
を
通
じ
て
ロ
ー
マ
（
使
徒
座
）
か
ら
の
要
講
と
援
助
を
受
け
て
始
め

　
　
ら
れ
た
。
教
皇
ピ
オ
一
…
一
世
の
回
勅
O
ぞ
ぎ
。
国
由
Q
づ
陣
。
ω
豆
蔦
ε
（
一
聖
需
研
究
の
奨
励
に
関
す
る
公
文
薔
。
　
一
九
四
三
年
九
月
三
〇
臼
発
布
）
の
精

　
　
神
に
則
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
翻
訳
は
、
い
わ
ば
初
の
規
範
版
邦
訳
聖
書
の
繊
版
を
周
指
す
も
の
で
あ
る
。
（
但
し
『
新
約
塑
需
』
H
O
O
O
魁
．
改
訂
初
版
一

　
　
東
轟
阻
小
ハ
司
教
出
同
柳
誠
一
靭
閲
鍔
。
　
隅
約
聖
誰
閏
だ
㎜
順
和
識
ハ
㎝
二
虚
十
瓢
一
二
月
田
流
目
本
小
血
兀
子
。
　
分
皿
肩
山
謙
語
）

㊥
＞
2
。
）
　
『
聖
…
教
初
墨
・
要
理
』
出
版
一
覧
。
　
一
八
六
八
一
慶
励
懸
四
年
版
（
長
崎
）
、
一
八
六
九
一
明
治
二
年
版
，
『
鞠
聖
教
初
盤
要
理
』
　
…
八
七
二
一
明
治
五
年
版

　
　
（
目
今
）
．
『
聖
教
初
學
要
理
』
信
経
之
解
一
八
七
菰
一
明
治
八
年
版
（
横
濱
）
．
『
聖
教
初
學
要
理
』
　
八
七
七
一
明
治
一
〇
年
版
（
大
阪
？
）
以
上
伯
爾

　
　
納
鐸
へ
b
σ
Φ
同
p
命
日
6
會
℃
Φ
臨
こ
Φ
餌
昌
）
准
．
／
一
八
七
七
一
明
治
一
〇
年
版
（
横
濱
）
．
一
八
七
八
一
十
一
年
（
3
版
）
，
一
八
七
九
一
明
治
一
二
年
（
4
版
）
．

　
　
一
八
八
○
一
明
治
一
三
年
（
5
版
）
．
一
八
八
一
一
明
治
一
四
年
（
6
版
）
。
～
八
八
二
一
明
治
一
五
年
（
7
版
）
、
『
灘
教
要
理
』
ト
改
題
シ
テ
、
一
八
八

　
　
五
一
明
治
一
八
年
（
8
版
）
以
上
伯
多
禄
瑠
利
亜
（
霞
①
寝
①
ζ
●
○
ω
o
無
）
准
。

⑱
3
。
）
　
プ
テ
ィ
ジ
ャ
ン
師
が
、
こ
の
書
・
『
聖
教
心
計
要
理
』
詩
聖
之
解
一
八
七
五
一
明
治
八
年
版
（
横
濱
）
の
撫
版
認
可
の
為
に
、
自
分
の
名
を
草
仮
名

　
　
で
記
し
た
事
実
を
、
ど
う
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
当
時
の
状
況
を
考
え
る
と
、
こ
れ
を
単
に
美
的
感
覚
や
印
刷
上
の
閲
題
と
し
て
霜
過
す
る
事
は
、

　
　
簗
者
に
は
出
来
な
い
。
こ
の
点
に
こ
そ
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
復
活
史
上
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
彼
の
宣
教
師
魂
・
布
教
道
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
の
で

　
　
は
な
か
ろ
う
か
。
彼
が
い
か
に
日
本
に
於
け
る
教
会
公
用
語
の
選
択
に
腐
心
し
た
か
、
ま
た
「
適
応
」
の
仕
方
を
、
「
潜
伏
晴
代
」
に
も
生
ぎ
続
け
た
「
復

　
　
活
ぎ
り
し
た
ん
達
の
宝
」
（
き
り
し
た
ん
の
用
語
と
慣
習
）
か
ら
学
ん
だ
彼
の
、
「
精
神
の
．
採
軟
性
」
を
、
我
々
は
次
ぎ
の
諸
書
か
ら
伺
い
知
る
事
が
出

　
　
来
る
．

　
※
噸
ブ
チ
ジ
ャ
ン
司
教
書
簡
集
』
（
浦
川
和
三
郎
／
出
田
雅
子
訳
一
九
八
六
年
純
心
女
子
短
期
大
学
・
長
崎
地
方
文
化
史
研
究
所
編
集
）
、

　
※
轡
》
．
．
園
国
鷺
臼
O
Z
U
煙
出
ω
ご
ω
、
．
（
｛
＞
Q
D
O
一
跨
誕
団
○
）
湘
国
ω
Q
o
¢
ω
○
固
↓
国
め
》
C
｝
〉
℃
○
賭
」
G
。
興
国
鴛
♂
（
旧
辞
昌
9
ω
ρ
＝
Φ
試
⇔
；
霧
／
久
野

　
　
桂
一
郎
訳
『
臼
本
キ
リ
ス
ト
教
復
活
史
』
　
九
八
五
年
。

　
※
と
り
わ
け
、
い
わ
ゆ
る
「
プ
テ
ィ
ジ
ャ
ン
版
1
1
＊
諸
麦
田
。
昌
聞
お
ω
。
。
漏
（
復
活
教
会
の
キ
リ
シ
タ
ン
版
中
、
明
治
九
年
ま
で
の
轡
を
指
す
。
こ
れ
以
降

　
　
の
キ
リ
シ
タ
ン
版
は
「
ジ
・
口
：
版
」
と
よ
ぶ
。
猶
、
印
刷
は
両
版
共
高
輪
。
竃
．
山
⑦
沁
。
言
師
に
よ
る
。
）
＊
こ
れ
は
一
六
・
一
七
世
紀
に
イ
エ
ズ
ス

　
　
会
に
よ
っ
て
印
刷
揖
版
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
版
を
「
イ
エ
ズ
ス
会
八
一
6
ぴ
。
旨
舘
望
搾
℃
吋
舘
ω
」
と
総
称
す
る
の
に
た
い
す
る
パ
リ
外
国
宣
教
再
版
の
呼

　
　
称
で
あ
る
。
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⑳
4
。
）
　
⑦
明
治
…
三
年
版
＊
『
公
教
要
理
繍
「
使
徒
外
経
」
定
式
文
「
公
な
る
塗
曾
（
か
と
り
か
…
せ
い
く
わ
い
）
」
の
改
訳
⑧
明
治
二
八
年
聖
楽
／
＊
蒙
『
公

　
　
教
要
理
』
．
三
頁
「
使
徒
信
糎
」
定
式
文
第
九
條
「
塑
公
會
嶋
は
昭
和
一
七
年
版
『
公
教
要
理
』
二
頁
「
使
徒
中
広
」
定
式
文
で
は
門
塑
な
る
公
教
會
扁

　
　
に
な
る
。
こ
の
間
、
『
公
教
要
理
』
本
文
で
は
＊
益
鳥
・
＊
＊
公
教
曾
・
天
童
公
教
曾
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
會
・
＊
＊
＊
教
導
・
等
を
併
用
し
て
き
た
。

　
※
一
九
一
六
1
1
大
正
五
年
初
版
．
一
九
…
量
一
大
正
＝
一
年
四
月
八
日
置
版
公
教
宣
教
師
ラ
ゲ
（
輿
労
⇔
σ
q
器
じ
著
『
公
教
初
歩
説
明
駈
上
．
一
六
七
頁

　
　
「
（
註
）
使
徒
信
経
、
に
、
【
璽
公
器
を
信
ず
】
と
あ
れ
ば
、
是
ぞ
暗
黒
の
教
會
の
名
構
と
成
る
べ
き
に
、
生
憎
新
教
の
申
の
兼
て
本
腰
（
筆
者
注
。
ベ
ル
ギ

　
　
一
）
で
需
ふ
通
り
、
麗
督
教
会
と
名
づ
け
て
屠
っ
た
も
の
は
其
少
数
の
人
の
主
義
に
よ
っ
て
聖
公
会
と
需
ふ
名
繕
を
倫
ん
で
【
合
本
墾
公
會
】
と
自
構
す

　
　
る
故
、
素
か
ら
の
教
曾
を
或
は
【
聖
會
】
例
へ
ば
聖
會
の
制
令
と
言
ふ
隣
の
如
く
、
又
専
ら
【
公
教
愈
】
天
主
公
教
課
或
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
愈
（
カ
ト
リ

　
　
ッ
ク
）
（
O
簿
財
O
贈
o
O
。
・
は
ギ
リ
シ
ャ
語
の
公
の
意
味
）
と
名
け
る
。
」
（
原
文
の
ま
ま
）
は
、
些
か
穏
や
か
さ
に
欠
け
る
点
も
あ
る
が
、
こ
の
種
の
参
考
資

　
　
料
が
数
少
な
い
現
在
、
敢
え
て
掲
載
す
る
。
猫
、
「
燈
督
教
会
」
と
「
講
本
袈
公
算
」
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
海
老
津
有
道
著
『
誰
薪
変
革
期
と
キ
リ
ス

　
　
ト
教
』
凶
○
王
買
（
明
治
一
八
年
資
料
の
解
説
に
）
「
英
監
督
教
会
と
い
う
の
は
聖
公
會
の
こ
と
で
、
…
…
」
。
四
三
六
頁
注
十
～
「
…
…
聖
公
會
三
派
は

　
　
一
八
八
七
一
明
治
二
〇
年
合
同
、
日
本
魏
弾
車
創
立
第
一
匝
総
会
を
開
い
た
（
『
日
本
盤
公
曾
質
年
史
腫
九
九
頁
以
下
参
照
）
」
と
あ
る
。

あ
と
が
き
．
〈
刷
新
と
適
応
〉
を
最
重
要
諜
題
と
し
た
第
ニ
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
公
会
議
の
開
催
（
》
■
U
二
九
六
二
年
一
〇
摺
～
一
九
六
五
年

一
二
月
）
か
ら
約
四
半
世
紀
を
経
過
し
た
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
こ
の
問
、
『
典
礼
』
に
関
し
て
、
驚
異
的
〈
乱
丁
〉
を
成
し

遂
げ
た
。
こ
れ
は
、
本
公
会
議
・
第
二
会
期
に
発
布
さ
れ
た
『
典
礼
憲
章
』
（
》
曾
O
．
一
九
六
三
年
一
二
月
四
臼
）
に
依
拠
し
、
『
典
礼
に

よ
っ
て
…
…
、
信
者
が
キ
リ
ス
ト
の
秘
義
と
真
の
教
会
の
本
来
の
性
格
と
を
、
生
活
を
も
っ
て
あ
ら
わ
し
、
他
の
人
々
に
も
示
す
た
め
に

大
い
に
役
立
つ
も
の
』
（
同
二
項
）
と
な
る
事
を
希
求
し
た
「
躍
動
」
で
あ
っ
た
。
同
憲
章
発
布
に
よ
っ
て
、
μ
…
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

に
属
す
る
「
聖
な
る
神
の
民
」
は
、
典
礼
生
活
に
お
け
る
〈
欄
新
と
適
応
〉
の
「
道
」
を
持
つ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
同
憲
章
二
二
∴
蔦

六
・
四
〇
・
閤
八
・
五
四
の
各
条
項
は
、
典
礼
雷
語
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
事
項
に
当
て
ら
れ
て
お
り
、
新
た
に
『
教
会
用
（
訳
）
語
の

選
択
・
決
定
の
歴
史
』
を
造
っ
て
行
く
際
の
、
「
道
し
る
べ
」
で
も
あ
る
。
＊
．
．
N
器
財
O
｝
、
レ
．
×
ミ
璃
『
O
惚
、
に
関
す
る
今
回
の
決
定
も
、

こ
の
「
歴
史
」
に
書
き
加
え
ら
れ
る
に
適
し
い
英
断
と
言
え
よ
う
。
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＊
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
「
…
…
「
朗
読
聖
書
」
に
お
け
る
「
主
」
の
名
の
表
記
に
つ
い
て
…
…
一
九
八
七
年
＝
一
月
目
臨
時
司
教
総

会
に
お
い
て
、
「
朗
読
聖
書
扁
に
「
聖
書
　
新
共
同
訳
」
を
採
用
す
る
際
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
も
『
イ
エ
ス
』
を
使
用
す
る
こ
と
に

な
り
…
…
。
『
聖
書
と
典
礼
』
で
は
、
…
…
（
四
旬
節
第
一
主
日
か
ら
）
朗
読
肇
書
本
文
に
限
り
『
イ
エ
ス
』
と
な
る
」
旨
、
公
式
に
発
表

し
た
（
年
間
第
六
主
日
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
聖
書
と
典
礼
』
＝
一
一
九
九
号
．
一
九
八
八
年
二
月
一
四
日
付
．
〈
オ
リ
ェ
ン
ス
宗
教
研
究
所

発
行
〉
参
照
）
。

一　25　一


